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⑪本ミッションの狙い(実現したいこと) ⑫実現のキーとなる要素技術

現状のStarlinkのような衛星コンス

テレーションから、さらなる衛星の

小型軽量化、および通信方向を全方

位へと拡張することで、どんな場所

でも、誰もが容易に衛星通信網を利

用した非地上ネットワークにつなが

ることができる6G時代を切り拓

く。

・展開膜構造・放熱技術による大型

フェーズドアレイ無線機の2U収

納・軽量化

・専用アンテナ技術による広ビーム

走査角

・カスタム開発の集積回路技術によ

る低消費電力・高放射線耐性化

重量：1kg以下

展開後サイズ：67cm×67

収納サイズ：2U

フェーズドアレイ素子数：4096素子

通信速度：10Gbps

周波数：Ka帯

ビーム走査角：±70度

高速通信かつ超カバレッジ拡張を実現する6G非地上ネットワークに向け

た小型軽量かつ大面積な展開膜上のKa帯フェーズドアレイ無線機の開発

状況および宇宙実証について、取り組みを紹介する。

⑬実現する機器・技術のスペック・機能 ⑭開発状況・計画

2025年：革新的衛星技術実証4号機によりKa帯展開膜16素子フェーズド

アレイ無線機の宇宙実証予定

2027年度：大規模化・軽量化を実現する4096素子展開膜フェーズドアレ

イ無線機の宇宙実証
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③セッション名

衛星バス/システム技術アイデア

④発表タイトル

6G時代を切り拓くKa帯展開膜アクティブフェーズドアレイ無線機

⑩概要（200字程度）
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⑮機器・技術のイメージ図

8-7 2/3ページ



3/3

⑯その他技術詳細（必要に応じ）

⑰参考文献など（optional）
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